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新年度を迎え，脳研の皆様お元気にてそれぞれの分野
でご活躍の由，たいへんに喜ばしく存じます。ウィーン
に参りまして 1カ月を過ぎました。この間 Wien大学
の Neurologisches lnsti tu tに二度参りました。この脳
研の Vorstandは Prof.D r. E. Seitelbergerで日本
人が 3人仕事をして帰っています(岩田，京大;大塚，
東大;笠原，弘前大現在は東北大)0Neuropathologie， 
experimen telle N europa thologie，N euro biochemie 
を研究面とする reintheoretische Forschungを行なっ
ていますが臨床とも密接に結びついていて，臨床病像と
の関連が盛んに検討されています。私のいる Neurologi陶 
sche Abteilung des Alters Krankenhaus der Stadt 
Wien-Lainzとは特に交渉が深いようです。その組織運
営等については，まだよく知りませんのでオーストリア
における医学教育・専門医制度ならびに Lainzの病院
について紹介いたします。
医学教育ならびに専門医の制度は非常に合理的で現在
日本の直面している諸問題の解決に資するところが大で
あると思います。なぜにこの国の制度がわが国に全然知
られていなかったのかと不思議なくらいです。医学部に
入学するには，まず 6才で、小学校に入学し 4年間学んだ
後 Gymnasiumで9年間一般教育をうけ Matur(大学
入学資格試験〉に合格すれば無試験で、入学できます(現
在医学部は Wienのほかに， Graz，lnns bruckにあり， 
Salzburgにも建設中です〉。この点は，ドイツと変わり
ないので、すが大学入学後がたいへん違っています。在学
中に 3回国家試験があります。医学部は 6年制ですから 
2年に l回受けるわけです。第一回はいわゆる基礎医
学，第二回と第三回は臨床医学で第二回は内科系が中
心，第三回は外科系が中心でこれが卒業試験に当たりま
す。第一回の国家試験に合格しないと臨床医学には進め
ません。第二回の試験に合格しないと次の課程に進めま
せんので途中での落伍者もかなり出るとのこと。第一回
の試験科目は解剖学・組織学・生化学・生理学・細菌学，
第二回は薬理学・病理学・内科学・小児科学・精神神経
病学，第三回は外科学(耳鼻咽喉科学・泌尿器科学・放
射線学を含む〉・眼科学・産婦人科学・皮膚科学・公衆衛
生学・法医学であります。
卒業後 3年間は病院に勤務して開業資格が得られ，そ
の後， 5，.7年間病院に勤務して各専門医の資格が得られ
ます。神経科の専門医になるには 6年 (4年神経科・ l
年精神科・ l年内科〉を学ばねばなりません。開業も専
門医も認定であって試験ではありません。将来教授にな
るには Dozentの試験に合格せねばなりません。これは
非常に厳格なものです。いわゆるインターン生はありま
せん。
わが国にこの制度が取入れられるならば，医進課程が
専門課程と直結したために起こった学力低下の問題の解
決，学位と専門医の資格が欲しいために学問が好きでも
ないのに，しかも無給で臨床教室に蛸集する現況を打開
して，学聞をする人にはその道を悠然と進めて，開業を
志す人には無理なくその資格と修練を積むことができ，
しかも現在の大学院制度の運営を軌道にのせる一番よい
方途ではないかと考えます。この点皆様方のご検討を切
望いたします。
さて Lainzの病院ですが，今世紀の始めに Wien市
長として善政をうたわれた， Dr. K. Luegerによって 
Altersheimとして建てられたので，現在は老人の病院
になっています。 NeurologischeAbteilungは 1923年
に解剖学者の Prof.Dr. Ju1ius Tand1erによって基礎
づけられ，その初代の Vorstandは Prof.Dr. Pappen・ 
heimでした。病院の全域は公園のように広く 281，633
平方米 (8万5千坪余)で 16筒の病棟からなっていて小
児科を除くすべての科があります。総ベッド数 4，660床
で賄所から各病棟への食事運搬のために豆汽車が走って
います。 NeurologischeAbtei1ungは 400床，現在改
築中の地上 4階・地下 1階の一棟と皮膚科のある一棟の
一階を借りています。 1日の入院科はすべてをまかなっ
て， 40 Schilling (1 S. = 14円)，実際には進かにかか
っていて，それはすべて Wien市の負担になっていま
す。
入院の lndikationは， 1)医学的には，家庭では 
PHegeが十分にできないために病勢が急速に進行する場
合， 2) 社会的には家族が病人の面倒をみきれない場合
とされています。最近 10年間の年間平均の入院数は 
250人(男 98人，女 152人)， 年間死亡数 92人(男 35
人，女 57人)， 家庭への復帰可能となった退院患者 158
人(男 62人，女 96人〉とのこと，この退院患者の中に
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は非常な重症だったものが，合理的な治療と強力な看護
で日常生活を人並に暮せるようになったものがあること
を誇りにしています。平均入院期間は 5年，患者の平均
年令は 50才(若年の MorbusLittを多数収容してい
るためと考える〉。最年長の入院者の年令は 93才，多い
方から前述のほかに Multip1e Sk1erose，Parkinson' 
Syndrom，arteriosk1erotische Demenz，Status 1acu-
naris，Encepha1oma1acia，Emkolia cerebri，Hemorr-
hagia cerebri，vascu1are Myopathie，Morbus A1z・ 
heimer，Chorea-Syndrom等の順に各種の慢性神経患
者が収容されています。その他 olivo・ponto-cerebel-
1are Atrophie，myatrophische Latera1-sk1erose，Ta-
bes dorsa1is，Syringomyelie，各種の Muskela trophie 
(筋萎縮症)，脳腫蕩等この Neuro1ogische A btei1ung 
は6の Stationからなって，各 Stationに l名 Arzt 
(Facharzt)がおり，その上に Oberarztが2人，すべ
てを Chefが責任をおっています。現実には， Oberarzt 
が最近 3人になって，うち l名が Sta tionarztを兼ねて
います。 1人の Oberaztが Chefに対して病棟全体の
責任をもち， 2人の Oberarztが外来の責任をもってい
ます。外来は紹介患者だけで午前中毎週月~金まで 5日
間で，他科から回して来た患者は 1時からみます。全
部で医師は 9人で全員週 3日午後自宅での開業が許され
ています。 Chefの W.Birkmayerは Geriatrics，Par-
kinson-Syndrom，Vegetative Nervenkrankheit等に
造詣が深く，カテコーjレアミンの代謝に強い関心をもっ
ています。 Oberarztの E.Neumayerは Neuropatho・ 
logで，またなかなかの臨床家であります。もう l人の 
Oberarztの H.Werner は spondy1ogeneNeuro-
pathieの犬家です。 Dr.W. Danielzy kは新進のE. 
E. G.学者で， Dr. G. Weilerは生化学者です。女医が 
2名，内科から転向して来た Blix博士は Violinistと
して有名です。ずっと Chefの就任以来のチームでこの 
10年間に 120余の論文を発表しています。その他に心理
学者のL.Ambroziが各種慢性神経病患者の精神能力
を薬物治療によってどの程度まで引出しうるかについて
協同研究を行なっています。 lの Stationには 60，.，70
の Bettが属するのですが，看護婦が 10名，男の看護
人，マッサージ師，各 l名，掃除婦 2名が看護のチーム
ワークを作っています。軽症患者は 2人部屋が与えら
れ，小さな仕事を午前中手伝っています。ほかに外来に
看護婦が l名，研究助手が 3人，ケースワーカー l人， 
Chefの秘書という構成です。患者の日課は，洗面，朝
食，ベットメーキング， Sationarztの処置などを午前 
10時までに済ませて， 10前から Chef，または Oberarzt
の Neumayerの回診が週 2回各 Stationを順に回りま
す。午後は週 2日の特殊検査を除き自由時間です。毎週
水曜日は 10時より医局でコーヒーを飲みながら症例の
検討，抄読会が聞かれます。随時 Seitelberger教授が
来院して剖検例の脳・ならびに脊髄の示説があります。
患者を長い間死ぬまで収容してすべて剖検し，専門的検
査はすべて大学に任せて臨床記録と比較検討がきるのが
ここの特色と言えましょう。病棟の改築は 3年越しで 
60%しかできていません。 slowand steady，兎でなく
亀であるのが私の短いドイツ，オース・トリアの大学およ
び病院を回ってえた結論です。ではまた，皆様のご健闘
を祈ります。
〈昭和 42年 5月 16日〉
(第一内科学教室助教授〉 
12/5 Pavillion XIIの回診時，小生と Oberarzt 
H. Wernerと Schwester達 κPfleger 
Sei tel berger教授と Birkmayer教授と Neuro1ogi-
sches Insti tu tにいった時の写真が露出不足だったので
こっちの写真屋は焼いてくれませんでした。日本なら焼
けると思えるのですが，それで、こんな写真を送ります。
ちなみに大学の Dozent は Dozent試験に合格した 
Assistenzをいうのです。 Birkmayerの肩書は Univ. 
Prof.がつきますが，これは日本でいうと非常勤講師に
あたります (Wien大学の Prof.Hofの所で講義をし
ています。 Hofは勢力家ですが 70をすぎてもなぜか頑
張っています〉。格は Dozentの上，彼は 10年前は 
Dozentでした。 Dozent試験に合格したものは非常に
誇りをもっています。それで大学に勤務しなくてもたと
えば Stadt Wien の Krankenhous に勤めていても 
Dozentをつけています。
